
平取町 令和３年度 アイヌ政策推進交付金事業計画 変更内訳 

 

１．今回の変更事業 

 (1)文化振興事業 

   2）アイヌ工芸体験学習事業 

  11）二風谷地区（二風谷コタン）整備事業（追加) 

 

(2)地域・産業振興事業 

4）地域イベントによるアイヌ文化発信事業 

6) アイヌ文化の魅力発信事業 

 

２．変更内容 

(1)文化振興事業 

 2）アイヌ工芸体験学習事業 

  二風谷工芸館で行う、アイヌ文様の彫刻体験について、実施期間を延長する。  

 11）二風谷地区（二風谷コタン）整備事業（追加) 

  アイヌ工芸として技術・技法や伝統を継承する工芸家の制作活動の場として、匠の工房  

 の整備を行う。 

    

(2)地域・産業振興事業 

 4）地域イベントによるアイヌ文化発信事業 

  二風谷地区で開催するアイヌ伝統儀式等の場において、気軽に楽しくアイヌ文化に触れ

る機会を増やすため、アイヌ舞踊の披露を実施する。 

また、町外イベントにおいて、アイヌ文様に関する知識の普及と啓発を行う。 

6)アイヌ文化の魅力発信事業 

コロナ禍で二風谷を訪れることが出来ない方などに対し、Webを活用したアイヌ文化に 

 関する謎解きイベントを実施し、幅広くアイヌ文化に触れる機会を提供する。 

    

３．変更増減額 

(1)文化振興事業 

  11）  ３，５３１千円（事業費） 

(2)地域・産業振興事業 

6)  １，３４２千円（事業費） 

 

４．事業計画変更箇所 

 (1) 文化振興事業 

・「４ 事業の概要 (1) 2）11）」において、上記２．変更内容(1)に関する必要な修正を

行った。 

  ・「８ 収支予算」、「９ 経費の配分」及び「別表１ 収支計画」において、上記３．変更
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増減額(1)に関する必要な金額の修正を行った。 

 

   

 (2) 地域・産業振興事業 

・「４ 事業の概要 (2) 4）」において、上記２．変更内容(2)に関する必要な修正を行っ

た。 

  ・「８ 収支予算」、「９ 経費の配分」及び「別表１ 収支計画」において、上記３．変更

増減額(2)に関する必要な金額の修正を行った。 
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１　事業名 　平取町アイヌ総合施策推進事業

２　事業の種類 　（文化振興事業） 　　（地域・産業振興事業） 　（コミュニティ活動支援事業） の別

３　事業の目的

４　事業の概要 （１）　文化振興事業

1）イオル再生事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町内
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

2）アイヌ工芸体験学習事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町二風谷地区
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

3)アイヌ文化の振興事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町内
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで

　○　事業の内容と考え方

アイヌ政策推進交付金事業計画

　アイヌ文化等の次世代への承継を確実なものとするとともに、地域に存するアイヌ文化等を発信し、内外に
おけるアイヌ関連の交流活動を活性化させる、また、これまで取組んできた伝統的生活空間の再生事業を継
続しアイヌ文化の振興と次世代の着実な承継を図る。

　アイヌ文化の普及啓発を更に進めるため、平取町アイヌ工芸伝承館（ウレシパ）にて、木彫や織物、
レーザー彫刻など体験メニューを常時行っていく。（体験メニューは開館日【休館月曜日】の全日程で
実施する。)
   また、二風谷工芸館において、主に夏休み期間を利用し、小中学生等を対象としたアイヌ文様の彫
刻体験（コースターづくり）を実施する。

  平取地域イオル再生事業は、平成20年度からの事業はもとより、長期的な視点に立ち　アイヌ文化
を育んできた自然の再生（イオル型複層林の形成）により、アイヌ文化に必要な自然素材の供給システ
ムの構築やコタンでのアイヌ文化継承者（実践者及び伝統工芸技術の伝承者）による体験活動など、
アイヌ以外の人々への概括的な普及・啓発にとどまらない、より専門的・高度な活動の拠点としての性
質を担う「活動型イオル」を目指して、アイヌ文化継承者の育成を図るほか、ネットワークとしての他の地
域への自然素材の供給も視野に入れた事業を実施する。

 アイヌ関連団体（二風谷アイヌ語教室）に対し、アイヌ語学習の活動支援を行うことにより、アイヌ文化
の振興を図る。

　子どもの部： 町内の小中学生を対象に、アイヌ語絵本の朗読やアイヌ語カルタなどを通じアイヌ
                 語の知識を深める、また、町内で開催されるアイヌ文化祭で発表する歌や踊りなど
                 の指導を行う。
　成人の部：　主に町民を対象にアイヌ語の聞き取りや会話を通じて、理解力を高める。また、町
                 内で開催されるアイヌ文化祭で発表するアイヌ語劇などの指導を行う。

別紙
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4)アイヌ文化教育推進事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町内、町外教育機関
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

5）二風谷アイヌ文化博物館普及啓発事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町二風谷地区
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

6）劇団PATHOS　PACK「永遠の矢＝トワノアイ」公演開催事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町内
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

7)シシリムカ文化大学運営事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町内
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

 二風谷アイヌ文化博物館の運営理念である「アイヌ伝統文化の今日的継承」に沿った普及啓発を行
うため、地域住民及び一般来館者に対してテーマを絞った事業を実施し、アイヌ文化への理解を促進
する。
　令和３年度は北海道の近代化に伴うキリスト教の伝導とそれに伴うアイヌ民族の活動や営みの変遷を
学ぶための催しを行う。明治１２年にイギリス教会宣教会から信徒伝道者に任命され、函館などを拠点
として活動したジョン・バチェラーの足跡をたどりながら、アイヌ文化の伝承活動に果たした役割や平取と
の関わり、今日に受け継がれる伝導活動の意義などについての講座や特別展を行う。

 アイヌ民族の歴史や文化、アイヌ語を指導できる伝承者や実践している方を町立小中学校、道立平
取高校のほか、町外の学校等へ派遣し、授業を実施することで、児童･生徒及び教員のアイヌ文化に
対する理解促進を図る。

　アイヌ民族の文化や歴史・現状・未来、あるいはアイヌ施策推進法に関連する政策、施策(河川、森
林、自然環境など）について、主に町民を対象とした各種講座を年６回程度開催し、アイヌ文化に関す
る理解の促進を図る。
開催場所：平取町本町　ふれあいセンターびらとり（視聴覚ホール）
受講人数：各６０名程度

　劇団PATHOS PACKの演劇「永遠の矢＝トワノアイ」は、都会で生まれ育ったアイヌ民族の血を引く兄
弟を中心とした物語で、公演をとおしてアイヌ民族やアイヌ文化に興味をもってもらい、今後の普及や伝
承活動への理解を深める。
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8)大学・大学院と地域の連携事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町二風谷地区
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

9)図書館アイヌ関係資料整備事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町内
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

10）博物館民具撮影事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町二風谷地区
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

11）二風谷地区（二風谷コタン）整備事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町二風谷地区
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

（２）　地域・産業振興事業

1）アイヌ文化広域交流圏域形成事業～札幌圏からのアイヌ文化体験モニターツアー～
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町二風谷地区、札幌市ほか
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

　アイヌ文化に対する理解を深めるため、アイヌ民族・アイヌ文化に関心のある主に大学生を対象に、
二風谷地区で4泊5日のアイヌ文化体験プログラムを実施する。
　また、参加学生は、体験内容をSNS等で情報発信を行い、アイヌ文化の普及啓発を図る。

　博物館が所蔵する民具については有機質資料が多く経年劣化が進行するため、少しでも良好な状
態を留めているうちに約９１９件の民具資料を令和元年度より順次計画的に高解像度で撮影し、民具
台帳作成のための資料とする。
　令和元年度には、民具１７９件：３００カットの撮影を行い、令和２年度は民具６００件：８００カットの撮
影を予定し、令和３年度は、民具１４０件：４００カットの撮影を行う、すべての民具撮影後には博物館が
所蔵するアイヌ民具の豊富さ、豊かさの理解を深めるため、アイヌ文化の関心を持つすべての方向けに
アイヌ民具所蔵資料の図書刊行を行う。

　アイヌ工芸として技術・技法や伝統を継承する工芸家の制作活動の場として、匠の工房を整備し、伝
統的工芸品の指定を受けた「二風谷イタ」「二風谷アットゥシ」等を制作する工芸家の支援を行う。（実
施計画策定）

  町立図書館にアイヌ文化に関する資料コーナーを整備し、アイヌ文化関係の魅力ある資料を提供す
るとともに、アイヌ関係の研究にも資する資料を収集し提供する。また、子どもたちにも関心を持ってもら
うため、アイヌ関係の児童書を整備し、学校図書室への貸し出しや読み聞かせを実施し、アイヌ文化へ
の理解を深める。
  アイヌ資料は、一般への貸出のほか、学校図書室への資料長期貸出（2月ごとに町内小学校5校で
巡回）、学校や児童館での読み聞かせなどにより普及を図る。
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2）アイヌ文化観光プロモーション事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町二風谷地区ほか
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

3）イギリス等のジャパンハウス派遣事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

イギリス
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

4）地域イベントによるアイヌ文化発信事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町二風谷地区ほか
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

5）アイヌ文化×食×回遊コンテンツの磨き上げ事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町内
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

　平取町の観光のコンテンツとして重要な役割を担っているアイヌ文化に触れる機会をさらに増やすた
め、二風谷地区で開催されるアイヌ伝統儀式等の場において、気軽に楽しくアイヌ文化への興味を増
進させるアイヌ舞踊の披露を実施する。
　また、町外で開催されるイベントの来場者に対し、沙流川流域のアイヌ文様に関する知識の普及と啓
発を行い、アイヌ文化に対する魅力を発信する。

　平取町の観光のコンテンツとして重要な役割を担っているアイヌ文化に触れていただく機会を更に増
やすとともに、アイヌ文化＋食や温泉といった観光コンテンツを回遊してもらう仕組みを作成し、継続可
能な事業を目指していく。

  平取町は二風谷地区を中心にアイヌの伝統文化が脈々と継承され、今日もアイヌ文化が息づく地域
として希少な文化価値を有している。平取町のアイヌ文化の認知度を向上し、「アイヌ文化観光」を国
内外に発信するため、ポータルサイト、動画コンテンツの拡充・運用、ガイドブックを増刷する。またアイ
ヌ料理を大手ホテルでの講習を実施し、客の評価、ニーズ等の情報を地域の講師、町内飲食店等に
も還元し、3者で情報を共有しながら、町内でのアイヌ料理の提供に繋いでいく。（データ収集、マーケ
ティングの機会とする。）

　古くからアイヌ文化が継承されてきた平取町をはじめとする鵡川・沙流川流域へ誘客し、アイヌの歴史
文化の理解と交流を図るため、インフルエンサーやメディア関係者を対象としたアイヌ文化体験モニ
ターツアーを４回実施する。（札幌市から平取町・１泊２日）

　平取町のアイヌ文化振興団体（アイヌ文化保存会、アイヌ語教室、二風谷民芸組合等）による国際
交流及びアイヌ文化の発信を推進する。二風谷ブランドを世界発信し、効果的な地域振興へと繋げて
いくことを目的とする。
　令和３年度はジャパンハウスロンドンでのアイヌ文化発信事業（令和４年度）に向けた事業の内容、予
算分担等について、平取町のアイヌ文化振興団体及び行政担当者をロンドンに派遣し、現地で事業の
詳細な打合せを行う。
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6）アイヌ文化の魅力発信事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町二風谷地区ほか
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

7）アイヌ文化拠点交流促進バス運行事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町二風谷地区、白老町（ウポポイ）、札幌、新千歳空港
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

8）アイヌ文化・交通拠点ネットワーク形成事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町内
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

9）イオル文化交流センター建設事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町二風谷地区
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

10）アイヌ文化のブランド化推進事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町二風谷地区ほか
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

　アイヌ工芸として技術・技法や伝統を継承する工芸家が、現在も制作活動を行っており、とりわけ「二
風谷イタ」「二風谷アットゥシ」については、2013年には伝統的工芸品に指定されるなど、アイヌ工芸の
代表的な産地として知られるようになってきている。
　今年度の取組としては、アイヌ工芸の認知度向上と普及啓発を目的として、ＷＥＢ・ＳＮＳでの情報発
信や、多様なプロモーション手法に関する事例調査と試行を行うとともに、今後の海外への販路開拓に
備えた調査を行う。また、現代に即した商品構成の多様化や販路開拓を目的として、デザイン・フォー
ラムや地元工芸家とデザイナーのコラボレーションによる商品開発、期間限定のアンテナショップの開
設・運営など、ブランド化に向けた取組を行う。

 アイヌ文様ラッピングを施したバスを２地区で生活館等を拠点に運行し、アイヌの方のコミュニティ活動
や生活を支える地域交通として機能させる。既存の都市間バス（隣接町～札幌間）と接続することで、
町民の利便性が向上する。
　また、各地区の生活館において、自治会を中心に住民同士が集まり様々な活動が行われており、高
齢者を対象に自宅から生活館までバスの運行を実施し、社会参加の促進や地域コミュニティ活動の支
援を行う。

　アイヌ文化の理解と交流を促進するため、札幌・新千歳空港と二風谷地区・ウポポイを結ぶアイヌ文
様ラッピングを施した有料バスを期間限定で運行する。

　アイヌ文化等の次世代への継承と地域に存するアイヌ文化等を発信し、内外におけるアイヌ関連の交
流活動を活性化させるため、中若年世代をターゲットとして、人気アニメとのコラボによる非接触型回遊
イベント等を実施する。

　平取地域イオル再生事業を拡充しながら継続的に実施するとともに、アイヌ文化の担い手を育成する
伝承者育成事業を行う拠点として整備するイオル文化交流センターの建築工事を行う。
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11）アイヌ工芸品制作機器導入事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町二風谷地区
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

12）21世紀・アイヌ文化伝承の森プロジェクト
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町内
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

（３）　コミュニティ活動支援事業

１）本町生活館整備事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町本町４４－４
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

２）平取町学習塾運営事業
　○　事業実施主体

北海道　平取町
　○　事業の実施場所

平取町内全域
　○　事業の実施期間

交付決定の日　～　令和４年３月３１日まで
　○　事業の内容と考え方

　イオル再生事業の一環として、町有山林をイオルの森とし、アイヌ文化に必要な素材の確保のための
取り組みを行ってきたが、平成24年度に平取アイヌ協会、北海道森林管理局、平取町が協定を結び、
広大な国有林野のスケール観を持ちながら、アイヌ文化の伝承に必要な自然素材の確保や人材育成
を更に深化させる事業となっている。具体的な取り組みとして
①国有林野内での有用素材の育成状況等の調査
②素材栽培、育成のための環境調査及び試行
③アイヌの伝統的生活空間として森林等の将来のあるべき姿等の調査（例えば森の守り神として以前
生息していた「コタンコﾛカムイ（シマフクロウ）などの生息条件などの調査）を進め、アイヌ文化伝承、振
興のための取り組みと同時に、雇用の場の創出を図る。

　

　

　アイヌを含めた地域の方々の活動拠点となっている本町生活館の屋根塗装及び外壁の改修事業を
行い、地区におけるコミュニティ活動促進に寄与する。

　　少子化、進路の多様化などにより、地元を離れる子どもたちが増加していることから、地元高校への
進学者を確保するとともに、町内の中高校生の学力向上を図り、将来の町を担う人材を育成するた
め、町内中学生及び平取高校生を対象とした無料の公営塾を開講している。開講場所は、生活館に
類似する本町の住民センターで行っている。公営塾開設により、質の高い教育が受けられる環境を提
供するとともに、アイヌ子弟の進学率向上や保護者負担の軽減が図られる。対象者は高校生25名、中
学生80名の計105名としているが、受講希望者が増加した場合は、受入人数を11５名まで増員する。

　アイヌ工芸の原材料である各種木材について、工芸家が自らの手で加工できるよう木工簡易製材機
（原木から板材にスライス）1台と自動カンナ盤（板材の凹凸を整える）１台を導入し、平取町アイヌ工芸
伝承館に配置する。
　このことにより、町外に搬出し製材しなければならなかった工程を域内で整えることが出来るため、運
搬や製材までの時間の短縮や運搬経費の節減、より詳細に工芸家の求めるサイズに加工できるなど利
便性・収益性を高めることができる。
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５　アイヌ施策推進 ４－１ アイヌ文化の保存又は継承に資する事業
推進地域計画にお
ける記載

４－２ アイヌの伝統等に関する理解の促進に資する事業

４－３ 観光の振興その他の産業の振興に資する事業

① アイヌ伝統等普及啓発事業
　二風谷アイヌ文化博物館において、アイヌ文化を説明する説明員を配置し、多言語の表示や、展示
品・文化財などを映像によってガイダンスする設備を導入しつつ、地域のアイヌに関する理解を深める
展示を行う。
さらに、町が管理するアイヌの伝統的家屋（チセ）及び伝統的付属施設（高床式倉庫、熊檻、便所等）
について、必要な改修を行う。
アイヌ民族との共生を目指した幕末の探検家である松浦武四郎を題材とした音楽劇やアイヌ民族の青
年が北の大地で出会う人々との交流を描く演劇などを開催する。
　また、アイヌ文化等に関連した動画や画像などをSNSなどのツールを活用し理解の促進に努める。ま
た、これまで運営しているエフエムラジオ（エフエムピパウシ：アイヌ語の普及を目指し平取町二風谷で
毎月１回放送しているミニＦＭ局で、アイヌ民族関連の新聞記事や、アイヌ口承文芸の英雄叙事詩（ユ
カラ）や民話（ウエペケレ）の朗読なども行われています。）を活用した情報発信もさらに多くのリスナーを
獲得できるようなネット配信も進める。
　さらに、町内外におけるアイヌ文化に対する理解を深めるため、アイヌ民族の文化や歴史などをテー
マとした講座やセミナーなどを開催し、また、アイヌ民族・アイヌ文化に関心のある主に大学生を対象と
したアイヌ文化体験プログラムを実施する。
　また、平取町立図書館において、アイヌ文化に関する資料コーナーを設け、一般町民及び研究者へ
資料提供を行い、アイヌ文化に関する理解の促進を図る。

①  アイヌ文化広域交流圏域形成事業
　町外の方にアイヌ文化に触れ、知ってもらうことを目的とし、沙流川、鵡川流域自治体の観光協会な
どが主体となり、沙流川流域から鵡川流域にかけての広域交流圏域を形成し、二風谷アイヌ文化博物
館など文化財施設や儀礼などを広く普及啓発するイベント、史跡や遺跡などをめぐる観光ルートを確立
する。また、民族共生象徴空間と連携した観光振興を図るため、アイヌ文化の振興で共通点の多い、
白老町と平取町への観光プロモーションを実施し、両町の観光入込客の増加を図る。

② アイヌ工芸の振興事業
　アイヌ工芸の人材育成ならびに伝統的工芸品産業と交流産業の振興を図るため、平取町アイヌ工芸
伝承館（ウレシパ）にて実施する、木彫や織物、レーザー彫刻などの体験メニューを常時行う。
　また、二風谷工芸館において、主に夏休み期間を利用し、小中学生等を対象にアイヌ文様の木彫り
体験を実施する。
  さらに、アイヌ工芸として技術・技法や伝統を継承する工芸家の制作活動の場として、匠の工房を整
備し、伝統的工芸品の指定を受けた「二風谷イタ」「二風谷アットゥシ」等を制作する工芸家の支援を行
う。

③ アイヌ文化の保存・振興事業
   アイヌ文化の保存・継承活動を行うアイヌ関連団体に対し、伝統的な舞踊や所作、儀礼、アイヌ語の
学習など、文化の保存・継承に必要な事業に対し町として業務を委託することで支援を行う。また、地
域や町内外の学校等で実施されるアイヌ語学習などに関し、講師の派遣を行うなどの支援を行う。

② アイヌ文化などの魅力ある観光資源プロモーション促進事業
　平取町、アイヌ協会、観光協会などの関係団体が主体となり、アイヌ文化に興味を持つ人々が多いと
言われる外国人のさらなる誘致を進めるため、博物館などで多言語にも対応したデジタルサイネージな
どの情報発信設備の整備を行うとともに、若者にも認知されたSNSなどを活用した多様な媒体との連携
を通じた情報発信を行う。また、二風谷地区での体験型観光客専用のチセなどの整備を推進する。
　アイヌ文化観光の魅力を伝えるために、国内・海外の旅行サイトや雑誌等を活用したプロモーションを
展開する。
さらに海外からの観光客の誘致を図るため、今後、イギリスのロンドンにあるジャパンハウスや大英博物
館、ロシアのモスクワで行われる日露地域・姉妹都市交流年関連行事の会場において、アイヌの伝統
工芸品や伝統芸能を紹介する。

① 伝統的なアイヌ文化・生活の場の再生事業
　平取町のアイヌ文化の継承と振興のため、地域住民やアイヌの人々、関係機関等と連携し現在まで
進めてきた伝統的生活空間（イオル）整備事業として二風谷地区でのコタン等の再現や管理を行う。
　また、アイヌ文化の継承に必要な自然素材の栽培・育成として、沙流川流域の森林・河川環境等の
保全・活用についての調査、有用植物の栽培育成などを伝統的生活空間イオル整備事業などにより
実施する。
　さらに、アイヌの歴史について、地域住民の古老などから聞き取り調査を実施し、（ライブラリー事業）
調査結果については、データとして保存・活用し、アイヌ文化の伝統や文化に関する知識の普及や啓発
を図る。
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４－４ 地域内若しくは地域間の交流又は国際交流の促進に資する事業

⑤ アイヌ文様ラッピングバス事業
　生活館等（地域住民交流の場）を拠点にアイヌ文様のラッピングを施したアイヌの人々の利便性を確
保するバス運行を行う。

⑥ アイヌ文化のブランド化推進事業
　平取町ではアイヌ工芸として技術・技法や伝統を継承する工芸家が現在も制作活動を行っており、と
りわけ「二風谷イタ」「二風谷アットゥシ」については2013年に伝統的工芸品に指定されるなど、アイヌ工
芸の代表的な地域として知られる様になってきている。このような状況のなか、平取町がさらに重点化
して工芸品の技術伝承に取り組むため、新たなアイヌ工芸家等の育成や伝統的な技術の習得やブラ
ンド化（木工芸品など）の推進、あわせて沙流川流域での素材確保のためのモニタリングや栽培、人材
育成を通じての交流の場、技術習得に必要なアイヌ文化の学習や研修などを実施する場として、イオ
ル文化交流センター（仮称）の整備を行う。
　ブランド化では、現在のアイヌ工芸品に加え、新たな視点からのアプローチとして現代的なデザイナー
とのコラボレーションを積極的に進め、具体的にはデザイナーのアドバイスを受けながら、沙流川流域の
アイヌ文様をモチーフにした、コンテンポラリーな商品の試作品製作や、販売のための市場調査を行
い、これまでのアイヌ伝統工芸品以外にもアイヌ文様などのイメージを基にデザイナーやプランナーと連
携し商品開発を進めるともに開発した商品の普及促進を図るため、アンテナショップを期間限定で開設
する。
　また、アイヌ文化に関連した新たなブランド（商品）の開発・製造のため、レーザー彫刻機などを導入
する。

③ アイヌの食文化とイベントを活用したアイヌ文化のまちPR事業
　アイヌの伝統食を現代風にアレンジし、町内の飲食店へレシピの提供や沙流川流域のアイヌの儀式に
ちなんだイベントのＰＲ、平取町での主要イベントでのアイヌ文化に関する展示や舞踊等、食体験等の実
施や町内の観光コンテンツを回遊する仕組みづくり、沙流川流域のアイヌ文化に関する知識の普及と
啓発を通じて、アイヌ文化を継承するまち平取町を広く周知し、来訪客の増大と地域の活性化を図る。

② アイヌ高齢者のコミュニティ活動への支援
　ニュージーランドのマオリ族を始めフィンランドのサーミ族、台湾のタイヤル族など、世界の少数民族と
の交流を深めるとともに、先住民政策について国内外の先進地の事例などを学び、意見交換を行うた
め、国際先住民族フォーラムなどのイベントを定期的に開催する。

③  アイヌ文化等を担う人材育成のためのこども等の学習支援
　希望する大学への進学、就職に向けての学習機会と質の高い教育が受けられる環境を提供するた
め、町内中学生及び平取高校生を対象とした無料の公営塾を開講し、アイヌ子弟を含む町内の中高
生の学力アップと将来の人材育成を図るとともに、アイヌの方々を含む保護者負担の軽減を図る。
　また、町内の小・中・高校生と海外の先住民族との国際交流事業を行う。

⑦　木工芸品等の材料供給システムの整備
　平成24年度に平取アイヌ協会、北海道森林管理局、平取町が締結した協定を基に、アイヌ文化の
伝承に必要な自然素材の確保のための国有林野内での有用素材の育成状況等の調査、試験栽培、
アイヌの伝統的生活空間としてふさわしい森林の再生（例えば森の守り神として以前生息していた「コタ
ンコﾛカムイ」（シマフクロウ）が生息できる森づくりなど）を進める。これらをアイヌの方々が主体となって組
織する団体に委託して行う。

① アイヌの人々と地域住民交流の場の整備
　平取町内各地区にはアイヌの人々との交流の拠点として生活館が整備されており、日常的に文化伝
承に関わる活動を含めたコニュミティの活動が行われている。しかしながら、昭和４０年代に建設された
生活館も多く現存しており老朽化が進んでいる。今後、使用状況も勘案し、計画的に改修等を進める。

④ アイヌ文化拠点と交通拠点を結ぶネットワーク形成事業
全道的、広域的なアイヌ文化への理解や、振興を目的に、民族共生象徴空間整備構想での広域関
連区域を担う平取町とナショナルセンターの白老町、道内の観光の拠点都市である札幌市、国内外か
らの観光客の玄関口となる新千歳空港、この4拠点をバスによる交通移動手段を形成することによりア
イヌ文化体験などを内容とした体験観光客の入込の増加を図る。
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６　事業の成果目標等

(1)成果目標の達成 （１）　文化振興事業
に向けた工程 アイヌ文化施設入館者数

平取町アイヌ関係WEB閲覧数
伝統的家屋（チセ）活用件数
体験交流事業の参加人数

（２）　地域・産業振興事業
アイヌラッピングバス利用者数

（３）　コミュニティ活動支援事業
平取町学習塾利用生徒数

（１）　文化振興事業
(2)成果目標、(中間) アイヌ文化施設入館者数
目標年度(成果目標 令和元年度 65,000人／年間
に対する現状値、及 令和５年度 102,000人／年間
び成果目標の達成見 平取町アイヌ関係WEB閲覧数
込みについて記載す 令和元年度 40,000ｱｸｾｽ／年間
ること) 令和５年度 62,000ｱｸｾｽ／年間

生活館利用者数
令和元年度 20,000人／年間
令和５年度 40,000人／年間

伝統的家屋（チセ）活用件数
令和元年度 50件／年間
令和５年度 70件／年間

体験交流事業の参加人数
令和元年度 1,600人／年間
令和５年度 2,000人／年間

（２）　地域・産業振興事業
アイヌラッピングバス利用者数

令和元年度 1,500人／年間
令和５年度 3,600人／年間

（３）　コミュニティ活動支援事業
平取町学習塾利用生徒数

令和元年度 　　80人／年間
令和５年度 　110人／年間

いずれも令和５年度に目標を達成する見込みである。

(3)成果目標の確認
方法

（最終目標）

（現状値）

（最終目標）

（現状値）
（最終目標）

（現状値）

（現状値）

（現状値）

（最終目標）

（最終目標）

　対象者数の拡大や、通常開設の場所以外の2地区の生活館での出張塾などの開催も検討し、受講
者数の増加を図る。

　生活館等（地域住民交流の場）を拠点にアイヌ文化の伝承活動を行っており、厳冬期など外出が困
難になる時期や足の不自由な方でもバス事業を行うことで生活館の利用とバスの利用が相互に促進さ
れると考えられる。

　博物館等を中心とする周辺施設や文化財等を活用し、アイヌ文化の普及啓発を行うとともに、アイヌ
文化に興味を持つ人々が多いと言われる外国人をはじめとする観光客の来訪を促進するため、多言
語にも対応したインフォメーション施設や情報発信ツールを整備し、多様な媒体との連携を通じた情報
発信と誘客活動を行うことで来館者が増えることが考えられる。

　ＫＰＩである生活館利用者数、アイヌ文化施設入館者数、平取町アイヌ関係ＷＥＢ閲覧数、伝統的家屋活用
件数、体験交流事業の参加人数、アイヌラッピングバス利用者数について実績値を公表する。また、外部有
識者等により、目標の達成状況等について検証を行い、改善点を踏まえて計画期間内の事業実施等に反映
する。

（現状値）
（最終目標）

（現状値）
（最終目標）
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７　地域の概要

(1)地域におけるアイ
ヌ文化等の現状及び
課題

(2)施設等の管理運 平取町内生活館は、平取町が管理している。
営体制 平取町立二風谷アイヌ文化博物館は平取町が管理している。

(3)アイヌ関係団体
及び地域住民の協
力体制

平取アイヌ協会、二風谷自治会とは、平取町アイヌ総合政策推進協議会などの場において定期的に意見交
換を行っている。

　平取町には、沙流川の豊かな自然資源を背景にアイヌの人々が古から集住し、当町の二風谷地区には、
現在もアイヌ文化が色濃く残っており、平取アイヌ協会、平取アイヌ文化保存会、平取町二風谷アイヌ語教
室、二風谷民芸組合、二風谷観光振興組合など多くの皆様のご努力の積み重ねによって、神事・儀礼儀式・
舞踊・言語・伝統工芸などの貴重なアイヌ文化が保存継承されている。
　平取町としても、文化的景観の保全事業並びに平取ダム地域文化調査業務の実施に加えて、平成20年度
からイオル（伝統的生活空間）再生事業が始まり、平成21年度から「平取町かわまちづくり計画」により、イオ
ル再生事業と連携して、沙流川の水辺を拠点とした事業が進められるなど、アイヌ文化に関する各種調査・
保全並びに振興対策が行われている。
　また、文化財としての価値が特に重要な「重要文化的景観」として「アイヌの伝統と近代の開拓による沙流川
流域の文化的景観」が、平成19年７月に国によって全国で３番目に選定された。文化的景観とは「地域にお
ける人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形成された景観地で我が国民の生活又は生業の理解
のため欠くことのできないもの」となっている。
　さらに、平成25年３月には、平取町二風谷の工芸品「二風谷イタ」（盆）と「二風谷アットゥｼ」（樹皮の反物）
が、北海道で初めて経済産業省の「伝統的工芸品」に指定されるなど、自然と文化が融合した地域である。
　これらの取組みが、平取町では行政と各関係団体等が一体となって推進してきたことにより、一定の成果が
図られたが、まだまだ多くの課題が残されている。
　アイヌ文化の保存・継承については、アイヌ文化等を担う人材育成や、自然環境の変化等により、自然素材
が不足しており原材料の確保が課題である。
　アイヌの伝統等に関する理解の促進については、平取アイヌ協会をはじめ各団体の支援等を通して活動し
てきたことや文化的景観の普及啓発事業、イオル整備事業、二風谷アイヌ文化博物館及び周辺施設の活用
事業、小中学校等へのアイヌ文化・アイヌ語の授業を通して、児童・生徒に学んでもらう等、町内外に普及啓
発を図ってきたところであるが、これまで実施してきた各種事業の実績によりアイヌ文化について理解されつつ
あります。今後一層の理解促進に向け事業の展開を図っていく必要があり、そのためには、施設運営管理に
係る経費や事業に携わる人の人材育成及び人件費等の財源確保が大きな課題である。
　観光の振興その他の産業の振興については、これまで二風谷アイヌ文化博物館を中心とした周辺施設等の
活用や近隣町との連携による観光振興を図ってきたが、都市圏や主要交通拠点の内とりわけ新千歳空港か
らの交通アクセス、生活館などの施設を拡充しアイヌ文化情報発信の拠点として整備し、年々増加している東
南アジア系観光客向けの交通サービスや簡易宿泊・wifi整備などのインバウンド対策、都市圏や空港などにお
いて観光プロモーションの実施等、多くの課題がある。また、伝統的工芸品産業についても、伝統工芸の後継
者を育成するためには、技術が身につくまでの生活を保障し、更にその伝統工芸が生業に結びつく必要がある
ことから、人材育成システム構築や伝統的工芸品のブランド化と合わせ、人材育成に必要な施設整備や新
商品開発・生産効率アップのための機械導入等、財政面での課題がある。
　地域内（間）交流や国際交流の促進については、今までも平取アイヌ協会や平取アイヌ文化保存会等が中
心となり、多くの文化交流を行ってきた。特に国際交流としては、平取町で過去に２回（１９９３年、２００５年）
国際先住民族フォーラムを開催し、２０１９年１０月には第３回目を開催する予定であり、地域が一丸となり取
り組んでいるが、先住民族としてのアイデンティティーの確立や日本国内におけるアイヌ民族の置かれている
状況の正確な認識と把握のためには、今後も、他地域との継続的な交流を図っていく必要がある。また、地域
内（間）交流については、町内の交通アクセスが悪いことや高齢化に伴い、移動手段に大きな課題がある。

平取町二風谷地区にある二風谷コタン内チセ（９棟）は、平取町が管理する。
（令和2年4月に（公財）アイヌ民族文化財団より5棟を町へ移管）
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８　収支予算
　(1)　収入の部 （単位：円）　　

増 減

国庫補助金 443,791,200 207,337,600 236,453,600 0

都道府県負担額 0 0 0 0

市町村負担額 110,947,800 51,834,400 59,113,400 0

民間団体負担額 0 0 0 0

計 554,739,000 259,172,000 295,567,000 0

　(2)　支出の部 （単位：円）　　

増 減

文化振興事業 105,213,000 89,241,000 21,836,000 △ 5,526,000

 調査費 0 0 0 0
　 委託料 0 0 0 0

 文化振興事業費 104,313,000 88,003,000 21,836,000 △ 5,526,000
　 賃金 0 0 0 0
　 報償費 600,000 1,411,000 0 △ 811,000
　 旅費 62,000 0 62,000 0
　 需用費 1,080,000 1,135,000 0 △ 55,000
　 借料 0 0 0 0
　 委託費 101,021,000 80,247,000 20,774,000 0
　 工事請負費 550,000 5,210,000 0 △ 4,660,000
　 公有財産購入費 0 0 0 0
　 備品購入費 1,000,000 0 1,000,000 0

 市町村事務費 900,000 1,238,000 0 0
　 職員旅費 428,000 201,000 227,000 0
　 需用費 333,000 318,000 15,000 0
　 役務費 19,000 79,000 0 0
　 借料 120,000 640,000 0 0

地域・産業振興事業 411,351,000 128,457,000 283,023,000 0

 調査費 11,300,000 11,429,000 0 0
　委託料 11,300,000 11,429,000 0 0

 地域・産業振興事業費 398,885,000 116,879,000 282,006,000 0
　 賃金 0 0 0 0
　 報償費 0 0 0 0
　 旅費 1,364,000 0 1,364,000 0
　 需用費 0 0 0 0
　 借料 0 0 0 0
　 委託費 120,476,000 114,743,000 5,733,000 0
　 工事請負費 269,769,000 1,655,000 268,114,000 0
　 公有財産購入費 0 0 0 0
　 備品購入費 7,276,000 481,000 6,795,000 0

 市町村事務費 1,166,000 149,000 1,017,000 0
　職員旅費 1,066,000 149,000 917,000 0
　役務費 100,000 100,000 0

区　　分

比　較　増　減
本年度予算額

（本年度精算額）

前年度予算額

（本年度予算額）

比　較　増　減
本年度予算額 前年度予算額

経　費　区　分
（本年度精算額） （本年度予算額）
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コミュニティ活動支援事業 38,175,000 31,013,000 7,162,000 0

 調査費 0 0 0 0
　委託料 0 0 0 0

 コミュニティ活動支援事 38,175,000 41,474,000 122,000 △ 3,421,000
　賃金 0 0 0 0
　報償費 0 0 0 0
　旅費 0 0 0 0
　需用費 0 0 0 0
　借料 0 0 0 0
　委託費 31,135,000 31,013,000 122,000 0
　工事請負費 7,040,000 10,461,000 0 △ 3,421,000
　公有財産購入費 0 0 0 0
　備品購入費 0 0 0 0

 市町村事務費 0 0 0 0
　職員旅費 0 0 0 0

合　計 554,739,000 259,172,000 304,981,000 △ 8,947,000
 調査費 11,300,000 11,429,000 0 △ 129,000
　賃金 0 0 0 0
　報償費 600,000 1,411,000 0 △ 811,000
　旅費 1,426,000 0 1,426,000 0
　需用費 1,080,000 1,135,000 0 △ 55,000
　借料 0 0 0 0
　委託費 252,632,000 226,003,000 26,629,000 0
　工事請負費 277,359,000 17,326,000 268,114,000 △ 8,081,000
　公有財産購入費 0 0 0 0
　備品購入費 8,276,000 481,000 7,795,000 0
 市町村事務費 2,066,000 1,387,000 1,017,000 0
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